　共時性　
                                                    高野　獨源
　　場面　その一
火の海が猛り狂っている。川の両岸から、炎が川面をなめる。Ｂ二十九爆撃機の飛行音と焼夷弾の空気を切り裂く音が時々聞こえる。爆撃が始まってから、どのくらい経っただろうか。
「あちちち。くそっ」

川に浮かぶ斉藤典男（さいとうのりお）はかぶっていた鉄兜を脱いで水につけた。しかし、火が襲い、火の粉が降ってくる。また、鉄兜をかぶった。風か吹いており、炎が暴れているのだ。
「くそっ。このままじゃいかん。川が熱くなってきやがった」

ふと、切れた電線が垂れてきた。典男は、その電線に掴まる。

「瑤子、隆和、必ず生きていろよ！」

典男は、妻と子の名を呼びながら、腕に力をこめた。

　　場面　その二
　斉藤隆和（さいとうたかかず）は、青函連絡船に乗り込んだ。
「波が荒いな」

船は函館に着いた。

「おや、お客さん、お早かったんですねえ」

「ええ、予定より一便早いので来たんでさあ」

函館の民宿で休んでいると、嵐が酷くなってきているのが分かった。やがて、次の便に何かが起きたという情報が伝わって来た。翌日、連絡線が沈没したと言うニュースが伝わった。大事故となってしまったのだ。隆和は、ふと、二年前のことを思い出していた。
「昭和二十七年四月九日、あの木星号の墜落の時にも、たまたま一本前に変更して助かったのだ。また同じような事が起こった」

昭和二十九年九月二十六日のことだった。

場面　その三

斉藤良和（さいとうよしかず）は病院のベッドに寝かされていた。まだ子供だ。眠っているようだった。母親と、父親が医師の話を聞いていた。父はと見ると、なんと斉藤隆和である。
「いやあ、あと一日で手遅れになるところでした。こちらの病院に来て良かったです」
医師がそう言った。

「近所の病院では、単なる風邪だと言われ続けていたんですが、やはり、この子の痛がり方が、どうもおかしいと思ったものですから」

「ほんと、気がつかれて良かったんですよ。ま、今から手術します。ちょっと時間の掛かる手術で大掛かりになりますが、今なら命に別状は無いでしょう。じゃ、まず、麻酔をかけますので……」

　　場面　その四
斉藤顕一（さいとうけんいち）は電車の中にいた。
顕一は大学生だ。恋愛は失敗した。真由美は何も言わずに去った。まだしも、「嫌い」とか、「気持ち悪い」でも、何でもいいから、むしろ別れる理由を言って欲しかった。しかし、彼女はいきなり口を利かず無視するようになり、連絡も取れないようにした。このやり方はきつかった。顕一には訳が分からなかった。自分としては、一度は、この女性を一生の伴侶に、と想像をしてみたことすらあったのだ。それがいきなりだ。二週間ほどして、彼女は別の男子学生と付き合っているらしいことが分かった。

そんな矢先に、父、良和とは将来の進路をめぐって喧嘩した。顕一は行き先も告げず、家を出たのだ。
行く先の宛ては一つだけあったのだ。長く泊まる事はできないが、取りあえずの一日二日は何とかなりそうだと思った。それは、顕一が学外で参加していた音楽のサークル（ある大学のОＢオーケストラ）で知り合った、十歳ほど年上の女性……確か三十一歳だといっていた……が経営コンサルタントとして、新潟県長岡の観光ホテルに入って仕事しており、つい最近そのホテルの宣伝を彼女がしていたのを思い出したのだ。その女性、北村直子とは挨拶に毛が生えた程度の話しかしたことはなかったが、その気さくな感じから、話しやすそうな人だと思っていた。顕一の手には、直子から貰っていた、その旅館の割引券がしっかり握られていた。
学生であるし金がないので、新幹線ではない。特急でも急行でもない。乗車券だけで乗れる列車だ。

列車の中では、顕一は未練がましく別れた彼女のことをいつまでも考えていた。一体何がいけなかったのだろう。確かに、自分の欠点は、山ほどありそうだし、逆に、今までよく付き合ってくれていたとすら思う。しかし、何が問題だったのか、全く分からない。何が、という個別の点より寧ろ、何となく合わないと思ったのかも知れない。

それにしても、あの別れ方はないだろう。顕一はそう思った。すぱっと切り捨て、次に行ったということなのだろうか。「あんなやつ、とっとと別れた方がいい！」そう思いながらも、彼女が付き合い始めた男子学生に対して、嫉妬がましいものが無くも無い。自己嫌悪と言っても良いのかも知れないが、自分自身の気持ちを持て余していた。そして、自分の両親との隔執もあり、気分は暗澹たるものがあった。「病気になるんじゃないか、このままじゃ」そんな気がした。
絶望状態。どん底に突き落とされたような感じ。無気力感が漂う。
列車の中ではぼーっとして過ごす。長岡駅に着いても、ベンチで暫くボーっとしていた。
長岡八丁観光ホテルには、バスで行った。バスの中で何を考えていたか覚えていない。街中では、バスの窓から小学生の頃教科書で見た、消雪パイプと雁木が目に入った。道路が赤いというのは初めて知った。鉄分の所為なのだろうか。
ホテルに近付くにつれて、顕一は、北村直子の顔を思い出していた。メールで数日前あらかじめ連絡しておいたのだが、どういう風に対応してくれるか、不安でもあった。
ホテルの玄関に入ると、直子もスーツを着てフロントに立っていた。すらっと長身の姿を見て、直子のイメージがふっと生き返った。

「いらっしゃいませ」

顕一を見ると、笑顔で近付いてきてくれた。とりあえず安心した。
　直子は、顕一と同じくらいの背の高さだろうか。ヒールの分、顕一よりも高いくらいだ。部屋に案内してくれた。
「よくいらっしゃいましたね。斉藤君」

「直子さん、お仕事の姿、かっこいいですね。似合いますね」

「そう？ありがとう。ちょっと落ち着いたら、下に喫茶コーナーがあるの。来ない？」

「はい。行きます。仕事、大丈夫なんですか」

「大丈夫。急ぎの仕事は今は無いから。じゃあ、後でね」

　ふんわりと香りが残った。今までの重苦しい気分が、少し軽やかになった気がした。
顕一は直子と喫茶コーナーの奥の方に座った。コーヒーを注文する。
「直子さん、毎日こちらに出てらっしゃるんですか」

「そうなの。コンサルティングといっても、奥の事務室ですることも多いけど、空いている時間はフロントに出たりしているの」

ひとしきり、他愛の無い話をした後で、顕一は思い切ってこう切り出した。

「直子さん、何か、このホテルで、アルバイト無いでしょうか？皿洗いでも何でもやります」

「えっ。やっぱり単なる旅行じゃなかったんだ。何となく、一人でこんな所に来るなんて、ちょっと変だと思ったんだけど」

「実は、半分家を飛び出してきたようなもんなんです。まあ、大学生にもなって家出も何もないんですが。きっかけは父との喧嘩です。でも、それはどちらかと言うと単なるきっかけであって、嫌なことは、他にもあって、傷心旅行なんていうと臭ってきそうですが、まあ、簡単に言うとそんなもんです」

　顕一は、付き合っていた真由美に振られた顛末を話した。こんなことを話すつもりは最初は無かったのだが、不思議なもので直子の前に座ると、軽い気持ちで話せてしまうのだった。以前、オーケストラの練習の後にお茶をした時にも、そんな気分を味わったのを思い出した。
「期待しすぎなのかな。何事にも」

顕一が言った。

「そんなに期待してたんだ。彼女に？」
直子が聞いた。

「そんなに期待していた訳じゃないですけど、期待すればするほど現実との差異にがっかりして落ち込みます。彼女についてだけじゃありません。自分の能力、環境、運命、全てについてです。どうしたら、落ち込まずに済むかが僕の一つのテーマですね。そこで、僕は、絶望法という方法を考えましたよ」

顕一は続けた。
「つまり何事にも、期待しなければいいんじゃないですか？最初から期待しなければ、期待を裏切られることも無い訳ですので。これなら気楽に生きられないでしょうか。積極的に望みを絶つのが、僕の『絶望法』です」

直子は、「ふーん、絶望法かあ」とつぶやいてからこう言った。

「でも願わないと叶わないのよね。願っていると忘れかけた頃に実現するというのが私の実感。確かに願ってすぐには逆に期待が強すぎて、現実との違いにうんざりすることもあるかなあ」

「僕は期待して挑戦するたびに打ちのめされるので、自然に期待することを段々しなくなってきているような気がするんです。そうすると楽なんです。そのうちに何か良いことが起きたらラッキーじゃないですか」

「そういうこともあるわね。私も、いつの間にか、色々なことに期待しないようになってきているかも知れないです。厭世的に聞こえるかも知れないけど、それはそれで一つの知恵だったりして」

直子はそう言うと微笑んだ。

「でもね。私が言いたいのは期待するとかしないというのとは違って、願うかどうかの問題なのよね。意志の問題とも言い換えられるかも知れないけど」

顕一には、すぐにはその意味が分からなかった。直子は続ける。

「期待しなくてもいいんだけど、願うことはしたいのよね。もし、何も願わないで運命に任せるってことは、自分の意志でなくて天だか神様だかの意志に任せるっていうことじゃない？」
「うーん。運命というものが決まっていてそれに任せるとしたら、それは自分の意志で行動しているとは言えないでしょうねえ」

「でしょう。」

「でも、運命なんてものがあるかどうかも分からないけど」

「運命が無かったら、なおさら自分の意志が大切でしょう。運命に縛られていたとしても、自分の意志は抑えられないでしょう」

「そりゃあ、直子さんみたいに意志が強ければ、抑え切れないでしょう……あっ、すいません。直子さん、ばりばり一人で大変な仕事してるわけだし、きっと意志が強くなければ出来ないだろうなっと思いまして」

「ふふふ。いいの、いいの。でもそんなに意志が強い訳じゃない。どちらかというと、私、基本的にか弱いの（笑）。ただ、不思議なことが起こるのよ」

「どんなこと？」

「例えば、誰かに会いたいな、と思って街を歩いているじゃない。そうするとね、向こうから歩いている人が……」

「その人なんだ！」

「それが、その人じゃなくて別の人なんだけど、そんな所で会いそうもない人なのよ。そこで会ったことから新しい仕事への道が開けたりしたのよ。そんな偶然ばっかり……運命に流されて、意志なんて無視されてるみたいなんだけど、後で考えると、広い意味で願い通りになっていたりするのよね」

「シンクロニシティーですかねえ」
「シンクロニシティー……共時性ね。カール・ユングかしら」

「よくご存知ですね、直子さん」

「こっちから電話しようすると、あちらから電話が掛かってくる……夢で見たことが十日後に近い形で現実になる……初めて会って、一度きりだと思っていた人に一週間後に偶然会う……そんな事、いっぱい起きているわ。それから、私、どこの出身だと思う？」

「うーん。分からない。東京じゃなかったんですか？」

「ぶー。実はここ、長岡なの。高校生までこっち。偶然ここの仕事が入って、故郷に戻って来ているのよね。初めての東京以外のコンサルティングが何と故郷でだった」

「ひゃー、そりゃまた奇遇ですなあ。何かが憑いているんじゃねえですかね」
「なんで、急に江戸弁になってがね？あれ、つられて私まで変になった……とにかく、こういった共時的現象は、偶然か必然か、分からない感じなのよね。無意識に願っているから気が付くだけなのかしら。聖書でもあるじゃない、『願えよ、……」

「『……さらば叶えられん。求めよ、さらぱ与えられん。叩けよ、さらば開かれん』あれ、順番が違うかな」

「本当にそんな感じなの。願ったことが、意外な形でいつか叶えられたりするのよ。そして、偶然にも意味がある。大体いつも、偶然叶えられたように思うのだけど、やっぱり願っていたからその偶然を掴めるのじゃないかしら。だから一期一会を大切にしたいと思っています」

「なるほど。直子さんの考え方、大分分かってきたような気がします。ここで僕がこうして直子さんと話が出来たのも、偶然からですが、僕にとって意味のある偶然だと思えます」

「お互いにね」

「そういえば、父は母と結婚する前、仕事の関係でこの長岡に住んでいたと言います。これなんかも、意味のある偶然かなあ（笑）でも、僕は、長岡には初めて来たなあ。父も長岡時代の話は、何もしなかった」

　二人の会話はそこで一旦途切れた。二人とも何か考えているようだった。沈黙を破ったのは顕一だった。
「ところで、偶然と言えば、私の先祖は九死に一生を得たケースがやたら多いんです。曾祖父は、東京大空襲で川に飛び込んで熱湯と炎で死にそうになった時、偶然切れた電線が垂れてきてそれに掴まって助かったと言います。祖父は、昭和二十年代後半の青函連絡船の沈没事故と木星号飛行機の墜落事故の両方とも、その一本前に乗っていて助かりました。父は、子供の時、お腹の病気であと一日発見が遅れたら手遅れと言う状況から大手術して助かりました。危ない所でそれぞれの先祖が命拾いしたお陰で僕が居る訳ですが……これも何か意味があるんでしょうか」
「確かに、不思議なことよねえ。代々そんな事が続くなんて。せっかくの命、絶対に無駄に出来ないっていう気にならない？でも、もしかしたら、そのような偶然って、気がつかないだけで、あちこちで起きているんじゃないかしら。私にはそんな気がするんです。」　

「なるほどねえ。確かに、色々な偶然や不思議なことは、起きていても気が付かないで終わってしまうことが多いのかも知れませんね。もしかしたら、会いたいと思っている人と、すぐ近くですれ違っていたとしても、必ずしも気が付くとは限らないですもんね」
「そうそう。気が付けばドラマが始まるかも知れないけど、気が付かなければ、それでおしまいってこと、あると思うわ」

　ホテルの制服を着た、フロント係の人が近付いてきた。

「北村さん、総支配人がお話があるそうです」

「はい、すぐに伺います」

直子が応えた。
「すいません、長話してしまって。どうぞ、いらっしゃってください」

「ごめんなさいね。じゃあ、ごゆっくり。お支払いはご心配なく」

直子は席を立っていった。　

　顕一も席を立った。別れざまに振り返ったら、直子もこっちを振り返っていた。目が合って、直子が笑顔で手を振った。

一人になって、直子は身体が震えはじめたのに気が付いた。
「長岡、斉藤、お腹の大手術……」

心の中でうめいた。やがて、大きな何かが渦を捲いて轟き始めているのを感じていた。それは、疑惑というものか、あるいは運命との遭遇というものか……
　先程の顕一との会話の時には、ちょっと引っかかるものがあっただけだった。「父のお腹の手術」、「昔、父が長岡に住んでいた」、ということが、独立して聞こえていただけだった。しかし、それに、斉藤という名字という偶然が加わった時、時間の経過とともに、あることの可能性が急激に認識されてきたのである。

　直子の脳裏には、幼児の頃に別れた父のお腹の傷が浮かんでいた。お風呂に入る時、目にしていた父のお腹の傷が印象深く記憶されていたのだろう。「子供のとき大きな手術をした痕だよ」父はよくそう言っていた。北村直子が、まだ斉藤直子と名乗っていた頃のことである。長岡に、斉藤という名字の、お腹に手術の痕がある人なんて、いくらでも居るわよ、と直子は心の中で言ってみた。しかし、その反面、東京大空襲で助かったという顕一の曾祖父の血が、自分の中にも流れているという不思議な実感を拭い去ることは出来なかった。
　　直子の物語

　斉藤直子は、長岡市内で生まれた。父、斉藤良和は事業主として、不動産取引をやっていたらしい。しかし、その事業が失敗したことをきっかけに、自暴自棄となり、家にもなかなか戻って来なくなり、母は愛想を尽かして離婚を決意した。父もあっさり判を捺して、去っていったという。直子が五歳の時のことだった。この時から斉藤直子は北村直子となった。それ以来、父の消息は不明だ。母も、その後、父のことを話題にすることはなかった。
　今では、父の記憶は断片的だ。

　別れた後、母娘には、全くお金が残されていなかった。ぼろアパートを借り、母は長時間労働し、直子はその分家事を中心に子供ながらに色々と手伝った。大して勉強に時間をかけたとは思えないが、成績はそこそこ良く、大学は、東京の国立大学の経済学部に入った。大学では何も経済の勉強だけでなく、心理学や文学をかじったり、オーケストラに入ってバイオリンを始めたり、文芸サークルに入ったり、大学生活を満喫した。
　就職活動は、教職やら、マスコミやら色々な分野に跨っておこなったが、結局外資系の銀行に就職した。数年後、ある人に誘われて、その人の経営する経営コンサルタント会社に移った。
　経営を助けるという仕事に意義を感じた。その時に意識はしていなかったが、母と自分の貧しい生活は、父の事業の失敗から来ていたに違いなかった。このことが影響しているのだろう。中小企業や、個人企業の経営を助け、失敗者を出さないということは、直子にとって、切実なことだったのだ。

　二年ほどすると、自分が会社の方針と合わなくなってきているのを感じ、やめた。それ以降、フリーの経営コンサルタントとして今に至っている。ずっと東京を中心にコンサルティングをしてきたが、直近の依頼者が長岡八丁観光ホテルの総支配人と知り合いで、直子を紹介したのであった。こうして、不思議なことに生まれ育った土地で初めて仕事をすることになったのだった。
　東京で活動しているアマチュアオーケストラは、卒業後ずっと続けてきたが、そこに一年ほど前に入団してきたのが斉藤顕一だった。時々、練習後にみんなでお茶をする時などに話をすることがあった。
　　場面　その五

　夜、顕一がフロントに来た。この時も、たまたま直子はフロント近くに居た。
「直子さん、ちょっといいですか」

「ええ」

二人はロビーの椅子に腰をおろした。

「お恥ずかしいんですが、昼間言った、働かせて欲しいということ、やっぱり取り消したいんです」

「そう」

「直子さんと話していたら、逃げている場合じゃないと思えるようになったんです。振られたことも、何か意味のあることに思えてきましたし、先につなげて考えられるようになりました。まあ、せっかくだから、二、三日旅を続けて、東京に帰ります」

「そうなんだ。良かった。実はこのホテル、バイト雇う余裕なんて無いし……なんてね。それは冗談だけど」

「でも、ほんと、来た甲斐ありました。また東京で会いましょうね」

「ええ、私も練習にはできるだけ東京に帰って出るようにするから」

「じゃ、おやすみなさい」

「おやすみなさい」

　顕一は部屋に帰った。布団をかぶりながら、「直子さんという人は、経営だけでなく、僕にとっては人生のコンサルタントでもあるんだなあ」などと、気の利いたせりふを心の中でつぶやいていた。

それにしても、俄かに湧いた直子に対するこの感情は、何なのだろうか。「親近感」というのが近い気もするのだが、それとも、まさか……
【終わり】
（執筆自二〇一〇年三月三十一日至四月十四日）
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